
2 0 0 2 年度の社会科学科目群の授業特性

社会科学科目部門主査代 ･ 経済学部 高津 斌彰

2 00 2 年度(全学共通科目) の講義における≪社会科

学科目群≫ 埠､ Ⅰ : 共通基礎科目 (大学学習法､ 健康

スポ ー

ツ
､ 情報

1) テ ラ シ ー

, 新潟大学個性化科目, 留

学生基本科目等) に対して, Ⅱ : 展開科目 (主題科目

群, 人文科学科目群, 社会科学科目群､ 自然科学科目

群､ 外国語科目群､ 情報処理科目群, 健康ス ポ
ー

ツ科

目群､ 日本語
･ 日本事情科目群) に属してい ます｡

展開科目群の 3 : 社会科学科目群に属する科目は,

法学学矯, 政治学学頬､ 経済学学頼､ 社会学学類､ 地

理学学類の 5 学頬で構成され て い ます｡

こ こ で は, 社会科学科目群の 5 学痛の黄義における,

科月 の概要､ 目標､ 授業計画､ 成績評価などの特徴に

つ い て述 べ ます｡ 特定の視点や評価様式などが各部

門 ･ 科目群で , あらかじめ与えられて い るものではな

く
, 視点もまとめ方もい っ さい が個人に任せられてお

り､ 与えられた資料はシ ラバ ス だけです｡ そ のため､

内容に つ い てはできるだけ客観的に述 べ るように つ と

めた つ もりですが､ 以下は私の主観に基づく見解であ

ることをあらかじめお断りしておきます｡

法学学類に は､ 前期 8 科目, 後期6 科目, 計1 4 科

目が開設され, 政治学学類では前期2 科目､ 後期3 科

目､ 計5 科目が開設されています｡ 経済学学類では前

期5 科目､ 後期5 科目､ 計1 0 科目､ 社会学学類では

前期3 科目, 後期3 科目, 計6 科目, 地理学学頬では

前期4 科目､ 後期3 科目で, 計7 科目がそれぞれ開設

されてい ます｡

法学学類では, 開設授業科目が多い ことが目立ちま

す｡ これ は, 憲法の ように､ 法学部以外の特定学部学

生にと っ ても必須教科とな っ てい る科目があるという

理由ばかりでなく､ 法治国家としての現代社会におい

て､ 法学の基礎知識は専攻分野を問わず必須であると

いう事情を反映したもの と考えられます｡ また講義形

式も､ 従来の形式にとらわれ るこ となく, 個 々 の担当

教員の創意工夫により開発された多彩な講義形式が採

られ て い ます｡ こ うした教育の基盤や教育シ ステム は

各教員の日頃の法学教育に対する関心の深さの賜であ

り, そ の創造性と熱意には, 学ぶと ころが多くありま

す｡

第 一

期では､ ( O , ②日本国憲法 A ､ B ) の基礎的解

説から始ま っ て, ( リ
ー ガ ルシ ス テム A ･ B ) に至るま

で ､ 多様なテ ー マ で開講されています｡ 従 っ て内容も

目標も授業計画､ 授業形態, 成績評価までが多様であ

ります｡ こうした新カリキ ュ ラム の誕生する何年か前

の, 伝統的なカリキ ュ ラム であっ た憲法, 民法 ､ 刑

法 ･ - 各法概論とは､ 大きく異な っ て い ます｡

日本国憲法A , B におい て は, 基本的な く憲法の精

神〉 の理解を中心 に進める蕎義と､ 人権の保障規定の

理解を目標とする2 種群がありますo 現代社会人にと

っ て憲法理解､ 人権や ､ 生存権における法的根拠を知

ることは必須です｡ これ に加えて､ (③学生生活と法) ､

く⑥経済生活と法〉 などは, 日常生活におい て日頃意

識することの少ない法が社会生活ヒおいて, い か に重

要な役部を果たして いるかを解説するこ とにより, 聴

蕎した学生が く法体系) を正しく自覚的にとらえる こ

とを目的としてい ます｡ 社会の構造と槻能をこれらの

講義を通じて 自覚する ことに より, 学生は ｢ 市民+ と

して､ 成人になるといえまし ょう｡ そ の意味では, こ

れ らの黄義は, 真の意味での (社会的イ ニ シ エ ー

シ ョ

ン) 樵能を果たして い るとみる ことができるわけです｡

( ④国際援助問題): ア ジ アなど近隣諸国へ の援助に

つ い て, 事例を通じて国際化 へ の視点の拡大と､ 国際

社会を法学的な視点から理解するという目標は､ 現代

日本の社会的ニ
ー ズの 一

つ であると考えられますo( ⑤

紛争処理の 問題) は, 制度的な紛争処理解決以外の場

で､ いか に円滑に紛争処理をはかるかに? い て考察す

る授業です｡ ( 演壇上で の演習形式) という授業形態の

特徴も加わ っ て､ 新入学生のキ ャ ンパ ス生活形成と将

来の社会生活形成の強い味方となる ことでし ょう｡ 法

意識 の近代化､ 司法制度の改革が検討されて いる時代

にあ っ て, 本学における法学講義 へ の取り組み方､ 目

漂の適切さ, 手法の豊かさは目立ちます｡

法学学類には､ さ らに
,
リ ー ガル シ ス テム A

,
B が用
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意され ています｡ 専門的に法学を学ぶ予定の学生に対

して ､ ( 基礎知識と方法論を概説) すると共にく日本の

法体系の基礎と法の発達史から, 法の本質を解説) し

てい ます｡ 目標は (法学専攻生 へ の基礎リテラ シ ー の

理解) 及び法の構造の基礎的理解ですo 総じて､ 法学

を通じて の豊かな生活実践の基礎､ 社会行動の規範の

基礎､ 国際交流の基礎を提供する事にあります｡ こ れ

らの
一

部に専攻生 へ の専門基礎の科目が加えられてい

ます｡

第二期の講義の内容や性格も同様であり, 全体とし

て 一 般社会人として法学的常識を獲得させる姿勢が顕

著に表れてい ます｡ 言い換えれば､ 卒業後の社会適応

や近代的社会開発に必須であり､ 将来の社会を担う学

卒者の資質向上に必用な知識とシ ス テ ム , ス キル の提

供の場として, 適切な形態を整えて い ます｡ これ らは,

豊かな フ ァ カ ルテ ィ ディ ベ ロ プメ ン トの 蓄積の賜であ

ると推察されます｡

第二期には､ ( ⑨ ･

⑩日本国憲法 C ,D ) ( ⑪市民社会

と法) ､ く⑫現代刑法入門) , ( ⑬サイバ
ー ･ ス ペ ー

ス法) ,

( ⑭医事法制) が開設されています｡ ⑨､ ⑩は第 一

期

の 日本国憲法 A
,
B に 該当するも のです｡ ⑫では民法

における不法行為の解説がなされて ､ 損害賠償に関す

る法的思考と市民の権利の保護の理解を目標として い

ます｡ ⑫では過失犯領域における刑法適用の解説によ

り
､ 刑法の特徴と過失犯の理解を目標として います｡

⑬ではネ ッ トワ
ー ク社会特有の法律問題の解説により,

知的財産法と周辺諸法の理解を目標としています｡ ⑭

では医療 ･ 保健 ･ 環境 ･ 衛生行政F-= 関する法令a)解説

により, 職業としての医者に必用な法令 ･ 制度の理解

を目標として い ます｡ い ずれも国内法からの ア プ ロ
ー

チでありますが､ ⑭を除けば, い ずれも, 身近な社会

的問題から説き起こして各法体系を理解させ , やがて

一

定の近代的法思想と法の基礎的役割と市民の諸権利

を理解 し､ しっ か り身に つ けさせる ことを目標として

い ます｡ そ こ には法学的アプロ ー チを土台として い ま

すが､ 法的思想から市民の総合的思考法開発, さらに

新しい 文化の開発にも至る可能性が含まれてい ると考

えられます｡

法学学類における各授業の留意事項には､ 多種にわ

たる豊かな配慮がなされている ことを見落とすわけに

はいきません｡ ( 六法全書必携) は斯学にあ っ ては
一

般

的ではありまし ょうが, ≪暗記ではなく､ 熟考による解

答) , 《やる気の必要性とレポ
ー

ト≫､ ≪教壇上での演習

を撮影し､ 公表し､ 授業参加者を〔授業参加者も -

鰭

にな っ て ? 引用者〕 評価する≫､ ≪ノ
ー トの取り方や受

講 マ ナ ー を教示する≫､≪黄低1 冊の参考文献必読義務≫

など多彩な教育上の配慮事項もしくはシ ス テム がとら

れて い ることはとても興味深いものです｡

政治学学頬は, ( ①束アジアの国際政治史) ､ く②政治

の世界) , ( ③ナチズ ムの政治思想) ､ (④ 日本の政治) ,

く⑤政治学入門) の 5 科目であります｡ こ の5 科目の

うち2 科目は, 多種多様な政泊現象を素材に, 政治現

象の持 つ論理や文法を解説することを目指し､ そ の 目

厚としては､ 政治を見る目の酒巻と現代政治の分析的

理解能力の滴養が掲げられてい ます｡ ま た, 残 る3 科

目は, 日本, 東ア ジ ア､ ドイ ツ という地域に固有な現

象を素材にして､ 政治現象の特性を解説する音義であ

り
､
そ の日

､

標 として､ 政治的リアリズム の 理解､ 政治

的イデオ ロ ギ
ー

の理解, 日本政治の基本的視座の体得

が掲げられてい ます｡ 政治学学痛が提供するこれらの

科目は, 説明に用 い る素材の通時 ･ 共時上の違い , 育

学 (思想)
･ 理論 ･ 歴史 ･ 文化とい っ た ア プ ロ ー チ の違

い
､ 構造 ･ 過程とい っ た分析レ ベ ル の違い ､ さ らに は

視覚教材や双方向性の手法の利用度合い とい っ た教育

方法の違い の点で, 少なからぬ差異が見られるにして

も､ 政治現象の理解能力の酒巻を意識して いる点で共

通しています｡ 現代の ｢混迷+ した､ また､ 行政等の

分野の■-｢改革+̀ が求められる時代にあ っ て､ 人間の社

会性 へ の理解が必ずしも充分ではない学生に対し政治

学教育の
一

層 の充実が強く期待されて い ます. ｢教養教

育+ と ｢専門教育+ との関係が問い直されてい る時代

にあっ て､ 政治現象の理解能力の酒巻というオ ー

ソ ド

ッ クス な目標設定は､ 個人と社会と国家, あるい は国

家と国家との関係を考える視座を多様な学部の学生に

提供してい る点で､ ｢教養教育+ の 中でも重要な位置を

占めるものであり､ 適切な構成であると言えます｡

経済学学類は､ 経済学科と経営学科から構成されて

おり, 経済学科から7 科目､ 経営学科から3 科目開設

されています｡ 対象学生は
一

般的に､ 経済学部所属以

外の学生としています｡ 目標は､ 身近な経済問題から
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出発し､ 適切な水先案内によ っ て , 経済諸理論 へ学生

の興味を導くことであります｡ ( ①世界の食糧 ･ 農業問

題〉､ ( ②ア ジア N IE S 入門) , ( ③日本経済と経済学) ,

(④社会保険) ､ ( ⑤グロ ー バ リゼ ー シ ョ ン と日本経済〉,

く⑥現代経済の諸問題) ､ (⑦経済統計入門〉 などが開

かれています｡ 経済学科では7 科目のうち, 3 科目が

世界経済あるいは国際経済をテ
ー マ と して い ます｡ 日

本経済に関する2 つ の科目は く倒壊状況の現代日本経

拷) や く将来の不安な医療保険) など現代的経済問題

の理解を目標としています｡ 他の 2 科目は, 市場経済

の視点から現代日本経済を考察する方法､ および経済

統計の 見方や使い方など基礎的分析手法に つ い て の科

目であり､ い わば経済学
1) テ ラ シ ー と呼べ る科目です.

経営学科では ､ 〈⑧日本経済新聞からみる企業と社

会〉, 〈⑨社会と会計) ､ 〈⑩企業会計と社会〉 がありま

す｡ 経営学科目のうち, ⑧は企業の仕組みの理解を興

味深く進めるために, 経営学と会計学教官によるオ ム

ニ バ ス形式をと っ て い ます｡ 日本経済新聞の記事から,

企業の仕組みと社会的役割を検討することによ っ て,

企業社会の諸相と本質を理解する ことを目標として い

ます. ⑨ と⑬は､ 会計学からの ア プ ロ ー チであり､ く簿

記, 管理 ･ 財務会計からみる会計) の解説と (企業の

損益分岐点分析) の解説です｡ 目標は⑨が く会計の多

面的な展開の基蒔理解) であり, ⑩は 〈現代企業にお

ける価格形成と経営効率) の基礎的な理解です｡ 先の

経済学の基礎とともに､ 現代経済学でも必須の基礎的

な経営学の紹介でもあります｡ というのも, これ らは,

経済学部以外の学部学生を経営学 へ誘う目的もあるか

らです｡ 経営学科生に対するリテラシ
ー は

､ 従来から

総合教育の時間を奪わずに, 専門講義の 中で果たすと

いう長年の経済学部の姿勢が維持されて い ます｡ すな

わち, 初級簿記や ､ 経営学基礎論などの経営学リテラ

シ
ー お よび必須ではな いが準リテラシ ー と考えられる

経営統計､ 経営学
1) テ ラ シ ー は別に用意されてい ます.

留意事項には, く新聞経済欄へ の接触勧誘) ､ ( 社会現象

へ の 関心喚起〉 などが強調されてい ます｡ 成績評価は

ほとんどが期末試験70
-

8 0 % , 出席 o r レポ
ー ト30 -

2 0 %

とな っ て います｡

社会学学類では く①社会化の社会学) ､ (②社会学的

思考法) ､ (③非行の社会学) ､( ④豊かな社会を考える) ,

(⑤現代家族論) の5 科目が開設されてい ます｡ ①で

は個人の社会化 (s o cial i z a ti o n) な る概念とそのメカ

ニ ズム を解説し､ 社会化と主体などの基礎的理解を目

標としてい ます｡ ②は社会学のリテラシ ー であり､ 社

会学的な思考法の習得を自標として います｡ ③は, 育

少年の‡桁 問題の理解や社会 へ の 関心を深めることが

目標です｡ ④は 6 0 年代以降の日本社会の変化と現状

を解説し, 豊かな現代社会における人間の問題を理解

する視点の獲得を目標としてい ます｡ ⑤は､ 戦後の家

族の推移を多角的に検討し､ 家族の今後の動向を見極

める能力の獲得が目標です｡ 留意事項には, く現代社会

ヘ の積極的な関心の拡大と深化〉, 並びに, く意欲的な

受講態度) の喚起をあげてい ます｡

地理学学類では, 《D 火山活動と火山地形) ､ く②中国

社会の現在) ､ ((参環境として の山脈〉､ ( ④人と自然の

地理学) ､ く⑤国際経済と生活) ､ ( ⑥火山 ･ 丘陵 ･ 平野

の地形と生活) ､ ( ⑦地域と経済〉があります｡ 人間と

環境との関係を説くものが4 科目､ 国際経済からの生

活理解が1 科目, 各国紹介1 科目, 経済地理学理論の

基礎が 1 科月 であります｡

環境と人間に つ い て の内容は, ①では, 日本列島に

おける火山活動, 火山災害などを中心とする地形環境

の変化, ③では環境論､ 風土論が紹介され､ つ いで山

地 と人間活動との関係, ④ で は, 国内外の自然環境と

人間生活の多様な関係, ⑥ で は多様な地形環境の各特

色とそ こで の生活形成の特色が解説されてい ます｡ 目

標には環境形成の基礎的要因の理解や, 自然と人間の

関係の基礎的理解､ 地形と人間生活の関係の理解など

があげられています｡ ②では急変する隣国 ･ 中国社会

を解説し､ 中国社会の理解を目標としています｡ ⑤で

は戦後の国際経済の展開から生活の変化を解説し, 世

界情報を豊かにして､ 世界を歩ける人材の養成を目的

に して い ます｡ ⑦では経済地理学の諸概念と諸理論が

解説されて, 場所と空間の地理的規則性と秩序を理解

させる ことが目標です｡ 場所と空間 ヘ の関心と探求力

の深化を期待してい ます｡

留意事項に は､ く意欲的態度〉, ( 積極的な受講態度の

喚起〉, ( 質問喚起) , く読書 ･ 地図帳など諸資料の利用

の 勧め) などが示され , 成績評価には､ 期末試験

6 0
-8 0 % , 出席 o r レポ

ー ト 40 ･ 2 0 %
､ 小試験や クイ ズ
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の結果を加える授業もあります｡

以上社会科学科目群では, どの学類でも身近な課題

から
､ 魅力的なテ ー マ を選び, そ れぞれの現象自体と

専門理論 へ の興味を喚起し発展させる意図と, 方法論

の理解と体得を意図する形態がみられます｡ しかも講

義形態には法学学頼を筆頭として各科目ともに､ 特色

豊かです｡ 必用
･ 必須とされ る, 若干の専門基挺や,

リテ ラ
.
シ

ー が含まれてい ます｡ しか し､ か つ て､ ｢般教+

( 一

般教育講義) と呼ばれて､ 特定学部の下請け授業

や専門基挺科目と誤解されていた時代の 内容とは, 坐

く様変わりしてい る ことがひしひしと感じられます｡

それだけに
, 聴講学生の授業 ヘ の参加の仕方や､ 態度

に大きな変化が見られることも, 決して不恩義ではな

い のです
｡
加 えて , 聴講学生に よる授業評栃も実施さ

れてい ます｡ 欧米の ごとき､ 評価の対価としての表彰,

p r ofe ss o r of th e y e ar や サ バ テ ィ カルなどの諸刺激策

が用意されてはい ない にもかかわらず, 工夫された教

育シ ステム の開発や改革 へ の動きは､ ま ことに高い こ

とが知られるのであります｡

もちろん､ 残された課題がないわけではありません｡

(D 学生の学ぶ意欲をい っ そう喚起する各種シ ステ ム の

開発｡ ②少人数による参加型授業シ ステム の 開発｡ ③

ワ シ ン トン大学の多くの教室でみられるごとく, 進ん

で参加すべ く､ 前列から着席するような雰囲気が自然

に生まれるための シ ス テ ム の構築｡ ④自己創造的､ 自

己組織化能力の開発 ･ 増進のための教育シ ステム の整

備｡ ⑤法学などですでに開発されてい ますが､ 講義形

態だけではなく､ も っ と多様な授業形態の試み｡ ⑥す

でに実施されていますが, 重ねての フ ァ カルテ イ ･ デ

ィ ベ ロ プメ ン ト等々 今後とも, 続けられるベき課題は

決 して少なくない の です｡ そ の他の課題としては､ 人

数が絶対的に不足する意味で , 条件整備の進まない総

合社会科学あるいは基礎的な理論社会科学たおける問

題の解決にも配慮がなされることが望まれます｡ 学科

や学部の創設とまではい かなくても､ コ マ 数不足や定

点不足などの諸ア ンバラン ス から生まれ る問題を解消

する必要があります｡ 我が国の現在の国益､ 社会的損

失の修正 ･ 解決の点からも焦眉の問題です｡ 時期が良

い のか悪い のか理解に苦しむ時ではありますが, 常に

配慮される こと こそが必用だといえますo 混迷を深め,

将来の予測が困難な我が国のみなうず世界社会の明日

を展望する社会科学と社会科学教育を充実し､ 建設す

る こと こそが其の課題になるからであります｡ (なお､

文責は勿論筆者にありますが, 国谷知史､ 的宮史博,

兵藤守男, 斉藤忠雄､ 木下勝 一

､ 柳喜重郎, 永山庸男,

佐藤康行､ 鈴木郁雄､ 堀健彦の各教授 ･ 助教授には多

忙の中を各パ
ー トの 閲覧を頂いて, 多くの示唆を得ま

したL. 記 して心よりの感謝の意を表します.)
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